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十
二
月
議
会
報
告

①
子
育
て
世
帯
へ
の

負
担
軽
減
を

お
ぜ
き
栄
子
の

一
般
質
問

１
．
暮
ら
し
を
支
え
る

社
会
保
障

お
ぜ
き
：
政
府
は
、
こ
の
間
、
消

費
税
率
を
２
度
も
引
き
上
げ
た
。

そ
の
結
果
、
国
民
の
所
得
と
生
活

悪
化
が
国
内
の
消
費
と
需
要
を

冷
え
込
ま
せ
、
貧
困
と
格
差
が

拡
大
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中

さ

ら
な
る
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長
：
子
ど
も
の
医
療
費
の
窓

口
無
償
化
を
令
和
４
年
10
月
～

高
校
３
年
生
ま
で
拡
大
、
国
の
制

度
を
活
用
し
、
子
ど
も
1
人
給

付
金
10
万
円
（
令
和
3
年
）
、
低

所
得
者
世
帯
の
子
ど
も
1
人
生

活
支
援
給
付
金
5
万
円
（
令
和

3
，
4
年
）
実
施
し
、
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
に
努
め

て
い
る
。

お
ぜ
き
：
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
の

国
民
健
康
保
険
税
を
な
く
す
た

め
の
予
算
は
、
６
千
万
円
。
国
保
の

財
政
調
整
基
金
26
億
６
０
０
０
万

円
を
使
っ
て
引
き
下
げ
が
可
能
で

は
な
い
か
。

当
局
：
被
保
険
者
が
減
少
、
医
療

の
高
度
化
に
よ
る
一
人
当
た
り
の

医
療
費
等
の
増
加
な
ど
に
基
金
を

活
用
。

お
ぜ
き
：
現
在
、
３
歳
か
ら
５
歳

児
ク
ラ
ス
に
該
当
す
る
子
供
た
ち

の
保
育
料
は
、
無
料
で
あ
る
が
、

ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
児
ク
ラ
ス
に
該

当
す
る
乳
幼
児
の
第
２
子
の
保

育
料
を
無
料
に
す
る
考
え
は
な

い
の
か
。

当
局
：
第
２
子
（４
６
０
人
）を
減

免
し
た
場
合
、
８
５
７
０
万
円
余

り
の
多
額
の
費
用
を
擁
し
、
財
源

の
確
保
が
困
難
。

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

お
ぜ
き
：
厚
生
労
働
省
は
、
75

歳
以
上
に
つ
い
て
、
高
額
所
得

者
だ
け
で
な
く
中
間
所
得
者

を
含
め
、
保
険
料
上
限
額
66

万
円
か
ら
80
万
円
、
所
得
割

部
分
（
平
均
４
０
０
０
円
）
の
引

き
上
げ
案
を
示
し
た
。
本
市
の

影
響
を
受
け
る
高
齢
者
の
人

数
と
引
き
上
げ
額
及
び
国
に

中
止
を
働
き
か
け
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

当
局
：
年
額
保
険
料
66
万
円

の
限
度
額
が
適
用
さ
れ
る
被

保
険
者
数
は
、
約
１
７
０
人
、

所
得
割
が
適
用
さ
れ
る
被
保

険
者
数
は
約
９
１
０
０
人
（
３
６

％
）
。
引
き
上
げ
額
の
試
算
は

県
の
広
域
連
合
が
担
っ
て
い
る

た
め
困
難
。
国
の
制
度
に
則
っ

た
対
応
と
い
う
こ
と
で
考
え
て

い
る
。

③
介
護
保
険
制
度

お
ぜ
き
：
厚
生
労
働
省
の
諮
問

機
関
で
あ
る
社
会
保
障
審
議
会

の
介
護
保
険
部
会
に
お
い
て
、
２

割
、
３
割
負
担
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
の
対
象
拡
大
、
要
介
護

１
、
２
の
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
等

給
付
に
つ
い
て
の
検
討
、
通
所
介

護
の
総
合
事
業
へ
移
行
な
ど
、

来
年
度
に
向
け
て
制
度
改
定
の

検
討
に
入
っ
た
。
本
市
と
し
て
ど

の
よ
に
捉
え
て
い
る
の
か
。

市
長
：
国
の
審
議
会
の
結
果

を
踏
ま
え
た
法
令
に
基
づ
き

改
正
内
容
を
市
介
護
保
険
等

運
営
協
議
会
に
諮
り
、
次
期

介
護
保
険
事
業
計
画
に
反
映

お
ぜ
き
：
医
療
関
係
の
有
識
者

は
、
「
高
齢
者
の
暮
ら
し
は
、
第
２

次
安
倍
政
権
か
ら
続
く
年
金
削

減
や
今
般
の
物
価
高
で
非
常
に

ひ
っ
迫
し
て
い
る
。
医
療
に
続
き

介
護
で
も
負
担
増
・給
付
減
が
実

施
さ
れ
れ
ば
、
必
要
な
介
護
を

受
け
ら
れ
な
い
事
態
や
生
活
破

壊
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
」と

警
告
し
て
い
る
が
、
国
に
中
止
を

求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

当
局
：
昨
今
の
物
価
高
騰
も
あ

り
、
介
護
保
険
利
用
者
の
負
担

感
の
高
ま
り
も
推
測
、
次
期
介

護
保
険
料
設
定
の
際
に
は
、
介

護
給
付
費
準
備
基
金
の
活
用
も

視
野
に
入
れ
検
討
。
制
度
設
計

は
国
で
審
議
さ
れ
、
改
正
さ
れ

る
も
の
で
、
国
の
動
向
に
注
視

し
つ
つ
、
市
介
護
保
険
等
運
営

協
議
会
か
ら
の
意
見
を
求
め
な

が
ら
適
切
な
運
営
に
努
め
る
。

基
金
６
０
０
０
万
円
で
子
ど
も

の
均
等
割
の
引
き
下
げ
可
能
！

第
２
子
保
育
料
の
無
料
化
を
！

電力価格高騰の影響を受ける市内中小企業者等
に対して支援金を交付し、事業継続を支援します。

１．申請期間
令和４年１２月１日～令和５年２月２８日
２．支援金額
〇個人事業主 一律 ５万円
〇法人事業者 一律 １０万円

３．支援対象者（概要）
１）足利市内に事業所があり今後も市内で事業を継続する。
２）中小企業基本法第２条第１項に定める中小企業者である。
３）市税に滞納がない。
問い合わせ
足利商工会議所：０２８４－２０１－１３５４
足利市坂西商工会：０２８４－６２－０３４６
＊詳細についてはホームページで確認できます。

足利市中小企業者等
電力価格高騰対策支援金

尚、栃木県でも物価高騰対策支援金を支給しています。
詳しくはコールセンター（028-666-7753）にお問い合わせください。
又は「栃木県 物価高騰 支援金」で検索してください。

差額ベッド料
大部屋が満室では請求できません

厚労省は通知（２０２２年３月４日 保医発
0304第５号）で差額ベッド料（特別療養環
境室）を請求してはならないケースとして
３点を示しています。

①同意書による同意の確認を行っていない
②患者本人の「治療上の必要」により特別
療養環境室へ入院させる
③病棟管理の必要性等から特別療養環境
室に入院させた場合であって、実質的に
患者の選択によらない

③では「特別療養環境室以外の病室が満
床であるため、特別療養環境室に入院させ
た患者の場合」と明記。

“大部屋が満室”という理由では請求できな
いとしています。

差額ベッド料の問い合わせは下記まで
関東信越厚生局（さいたま市）
TEL 048-740-0711

保
険
料
引
き
上
げ
中
止
を

国
に
求
め
よ
！

利
用
料
等
の
引
き
上
げ
中
止
を

栃木県

足利市



①
給
食
費
の
無
償
化

２
．
学
校
給
食

お
ぜ
き
：
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
一

斉
休
校
を
き
っ
か
け
に
、
学
校
給

食
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
た
。
憲

法
第
26
条
で
義
務
教
育
は
無
償

と
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り

給
食
費
も
教
科
書
と
同
じ
く
無

償
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の

考
え
は
あ
る
の
か
。

当
局
：
学
校
給
食
法
第
11
条
で

は
、
給
食
施
設
整
備
や
運
営
費

は
市
の
負
担
、
食
材
費
は
児
童
生

徒
の
保
護
者
負
担
と
す
る
と
し

て
い
る
。
市
が
無
償
化
を
行
う
場

合
、
毎
年
5
億
円
の
財
源
確
保

が
必
要
等
多
く
の
課
題
が
あ
る

と
認
識
、
今
後
も
研
究
。

お
ぜ
き
：
市
の
学
校
給
食
の
パ
ン

は
、
足
利
産
の
小
麦
粉
3
割
、
外

国
産
7
割
と
な
っ
て
い
る
が
な
ぜ

外
国
産
の
小
麦
粉
を
使
う
の
か
。

当
局
：
足
利
産
の
小
麦
粉
を
生

か
す
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
外
国

産
が
合
う
の
で
外
国
産
を
マ
ッ
チ

ン
グ
さ
せ
て
い
る
．
食
感
、
味
、
栄

養
価
も
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
。
安
全

性
も
国
の
食
品
衛
生
法
に
基
づ

い
て
確
保
し
て
い
る
。

鳥
井
：
栃
木
県
で
は
令
和
４
年

９
月
１
日
よ
り
「と
ち
ぎ
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を
導

入
し
た
。
同
制
度
は
人
生
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
お
互
い
に

協
力
し
て
継
続
的
に
生
活
を

共
に
す
る
こ
と
を
宣
誓
し
た
２

人
に
対
し
て
県
が
宣
誓
書
受

領
カ
ー
ド
等
を
発
行
す
る
制

度
で
あ
る
。
佐
野
市
な
ど
７
市

町
で
独
自
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
宣
誓
制
度
を
導
入
し
て
い
る

が
本
市
は
検
討
し
て
い
る
か
。

当
局
：
本
市
独
自
の
制
度
導
入

に
つ
い
て
は
、
当
面
、
栃
木
県
の

「
と
ち
ぎ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
」
の
中
で
取
り
組
み
を

進
め
、
他
の
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

鳥
井
や
す
こ
の
一
般
質
問

１
．
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
に
つ
い
て

①
足
利
市
の
取
り
組
み

鳥
井
：パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
に
よ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
は

正
式
な
婚
姻
関
係
で
は
な
い
も

の
の
、
公
営
住
宅
へ
の
入
居
や

一
部
の
医
療
機
関
に
お
け
る

面
会
な
ど
に
際
し
て
、
配
偶
者

と
同
様
の
取
扱
い
を
受
け
ら
れ

る
。
本
市
と
し
て
、
制
度
の
浸

透
や
保
証
さ
れ
る
取
扱
い
の
拡

充
に
つ
い
て
働
き
か
け
を
行
う

考
え
は
あ
る
か

②
保
証
さ
れ
る
取
扱
い

２
．
交
通
手
段
の
改
善

①
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の

人
口
カ
バ
ー
率

鳥
井
：
栃
木
県
生
活
交
通
対

策
協
議
会
が
発
表
し
て
い
る

「と
ち
ぎ
の
公
共
交
通
」に
よ
る

と
直
近
３
年
間
で
本
市
の
公
共

交
通
の
人
口
カ
バ
ー
率
が
改
善

さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
か
。
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
の
評
価
と
今
後
の
対
策

を
聞
き
た
い
。

当
局
：
現
在
策
定
中
の
「
地
域

公
共
交
通
計
画
」
で
は
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
や
生
活
路
線
バ
ス

利
用
実
態
調
査
の
結
果
を
参

考
と
す
る
ほ
か
、
来
年
、
栃
木

県
が
実
施
す
る
自
動
運
転
技

術
に
関
す
る
実
証
実
験
の
結

果
な
ど
も
参
考
に
、
足
利
市
の

公
共
交
通
の
将
来
像
を
描
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
今
後
の
デ
マ
ン
ド
対
応

鳥
井
：
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

な
ど
が
所
有
す
る
車
両
の
活

用
に
よ
り
、
公
共
交
通
機
関
に

接
続
す
る
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
。

福
祉
有
償
運
送
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
地
域
ご
と
に
行
う
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

当
局
：
生
活
路
線
バ
ス
の
停
留

所
と
、
地
域
内
に
設
け
た
仮
停

留
所
の
間
を
、
タ
ク
シ
ー
車
両

等
に
よ
り
結
び
、
そ
こ
か
ら
先

は
、
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
移
動

す
る
取
り
組
み
を
、
試
験
的
に

実
施
で
き
な
い
か
、
検
討
し
て

い
る
。
現
在
策
定
中
の
「
地
域

公
共
交
通
計
画
」
に
お
い
て
は
、

社
会
福
祉
法
人
が
所
有
す
る

車
両
や
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
用

車
両
の
活
用
な
ど
、
様
々
な
輸

送
資
源
に
つ
い
て
調
査
を
し
て

い
る
。

３
．
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入

に
よ
る
市
民
へ
の
影
響

①
市
内
事
業
者
へ
の
影
響

鳥
井
：
国
税
庁
は
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
の
導
入
に
よ
り
３
７
０
万

人
が
課
税
事
業
者
に
な
る
と

試
算
し
て
い
る
。
業
種
も
多
岐

に
わ
た
り
、
様
々
な
団
体
や
業

界
が
反
対
や
制
度
の
見
直
し
、

実
施
の
延
期
を
求
め
て
い
る
。

市
内
の
事
業
者
に
ど
の
程
度
の

影
響
が
あ
る
の
か
。

当
局
：
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
登
録
申
請
の
受
付
期
限

を
控
え
、
税
務
署
に
お
け
る
説

明
会
や
、
商
工
会
議
所
及
び

商
工
会
等
に
お
い
て
セ
ミ
ナ
ー

が
随
時
開
催
さ
れ
て
い
る
。

②
免
税
事
業
者
へ
の
対
応

当
局
：
国
で
は
、
「
適
格
請
求
書

発
行
事
業
者
で
あ
る
こ
と
を
要

件
と
す
る
資
格
を
定
め
る
こ
と

は
適
当
で
な
い
」
と
の
見
解
を

示
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
も
、
こ
れ
に
準
じ
、
適
正
に

競
争
入
札
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

鳥
井
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
登
録
す
る
会
員
や
愛
の
ひ
と

声
事
業
に
協
力
し
て
い
る
ヤ
ク

ル
ト
レ
デ
ィ
は
個
人
事
業
主
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
影
響
が

あ
る
の
か
。

当
局
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
導
入

さ
れ
る
と
運
営
が
困
難
に
な
る

と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
会

員
の
契
約
形
態
を
見
直
す
方

向
で
検
討
に
入
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ヤ
ク
ル
ト
レ

デ
ィ
ー

な
ど
個
人
事
業
主
への

影
響
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
今

後
も
国
の
動
向
に
つ
い
て
注
視

し
て
ま
い
り
ま
す
。

当
局
：パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
に
関
す
る
制
度
の
浸
透

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
や
、
全
戸
配
付
と
な

る
１
２
月
号
の
人
権
推
進
広
報

紙
「
お
も
い
や
り
」
を
通
じ
て
、

栃
木
県
の
制
度
を
含
め
た

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
」
の
概
要
に
つ
い
て
、
周
知
を

行
っ
て
い
る
。

訓
練
等
を
含
め
工
事
が
竣
工

し
た
消
防
本
部
建
物

1
月
22
日
に
行
わ
れ
た
日
本
共

産
党
足
利
後
援
会
主
催
の
新
春

の
つ
ど
い
で
挨
拶

鳥
井
：
本
市
と
し
て
取
引
の
あ

る
免
税
事
業
者
と
の
取
引
を

見
直
す
可
能
性
は
あ
る
か
。

全国の学校給食費無償
化自治体数（2022.12月）

小中学校 ２54

小学校のみ ６
中学校のみ１１
群馬県（2022.11月）
全額無償 １４市町村
一部補助 １５市町村
未実施 6市町村
＊太田市は、小中学校全
額無償（2022年10月中学
校、2023年4月小学校）

食
材
は
、
地
産
地
消
を
基
本

に
県
内
産
、
国
内
産
を
！
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